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第 1章 問題 と目的
第 1節 教員養成段階における特別支援教育の課題
2012年に文部科学省が実施 した、「通常の学級に在籍す る発達障害
の可能性 のある特別 な教育的支援 を必要 とす る児童生徒 に関す る調
査結果について」によると、小 0中学校 の通常学級 に在籍 している
児童生徒の うち、約 6.5%が学習や行動の面で特別な教育的支援 を必
要 としている可能性が示 された。 この ことにカロえて、イ ンクルーシ
ブ教育の流れで、全ての教員が様 々なニーズのある児童生徒 と関わ
る機会が増 える事が予想 され る。 したがって、通常学校 の教員 であ
つても、特別支援教育に関す る知識が今まで以上に求められる。
このよ うな時代における、教員養成系大学での障害に関す る講義
に着 目す ると、教職科 日の中に 「幼児 、児童及び生徒の心身の発達
及び学習の過程」に関す る科 日とい うものがある。そこでは 「障害
のある幼児、児童及び生徒の心身の発達及び学習の過程 を含む」 と
されてお り、従来か らも障害に関する講義は行われ ていたが、位置
づけとしては補足的な扱いであったことが伺 える。
是永 ら(2008)による 2006年度の教員養成系大学 (48大学、52件)
における、特別支援教育に関す る講義の実態調査 に よれば、特別支
援教育に関す る科 目が教職科 日として 27大学 (54%)で設置 されてお
り、その うちの 10大学(27%)では必修化 されている。また、この 27
大学の うち 18大学 (66。7%)の講義は、1年次を対象 に開講 されてい
る。 したがつて、教育実習等で教壇に立って指導をす ることや現場
を見た りす ることもない時期に行われ る講義のみで、学生が現場に
送 り出され る構造になつている大学が少 なくないことが分かる。 ま
た、 どの大学においても特別支援教育系のコースでなければ 1ない
し2単位 で卒業要件 は満た され る。 さらに、特別支援教育系の コー
スが設置 されていない大学 もあ り、特別支援教育 とい う視点を持た
ずに卒業 して しま うケースも存在する。
また、冨永 ら(2011)は、大阪教育大学で開講 されている講義、「特
別 なニーズのある子 どもの教育」に対す るアンケー トを行 つた。項
目の 1つに、授業内容が現場で活かされるかを問 うものがあり、現
場で活かす ことができると思 うと答えた学生が 53.6%、ややそ う思
うと答 えた学生が 39。9%であつた。 このことか ら、講義に対す る期
待が高い ことが伺 えるが、このアンケー トは 1年次 を対象 に行われ
てい る必修講義内で行われたものであ り、教育実習 などで実際に教
壇に立ち、困難 に直面す るとい う経験な しに語 られているものが主
である。 このよ うに、他の調査においても回答者が 1年次の学生の
みのものが多 く、学生の実態把握 とい う点において課題がある と考
え られ る。
一方で、菊池 (2011)は熊本大学教育学部 の講義 「障害児教育原
理」の中で、教育学部学生における発達障害のイメージを調査 した。
その中で発達障害に関す る知識 問題 を○×回答方式で行 つたのだが、




とい う設間の正答率は 27%であ り、発達障害等の知識が不十分であ
ることが現状 としてあることが判明 した。 このことに関 しては、特
L_.
別支援教育に関す る内容 を学ぶ機会が個人の選択 に委ね られている
ことが大 きな要因であろ う。加 えて、大学における障害に関す る講
義は発達心理学な どの分野で補足的に扱われ る程度 であ り、全ての





だけでも 4年を要す る状況の中で、新たに特別支援教育に関す る講
義 を必修化す ることや特別支援学校での教育実習 を課す ことは困難
である。仮に、卒業単位の中に特別支援教育 に関す る講義 を新 たに
加 えた としても学修が薄 くなることが容易に想定できる。加 えて教
育実習に行 く間は講義の受講ができず、4年で卒業要件 を満たす こと
ができな くなる可能性 も生 じて くる。
このよ うな教育課程 を経て現場に出るにあたつて、特別支援教育
について学んでいない ことを学生が不安 に感 じてい るか もしれ ない。
特別 な支援 を必要 とす る児童生徒 とどのように関わるのか とい うこ
とは、新任教員 に とつて大きな課題 とな りうる可能性がある。学校
種 に よつて取 り組むべ き課題 は様 々であるが、小学校教員 は各教
科 0道徳 0外国語活動 0総合的な学習の時間 0特別活動 とい う、教
育課程全般 において児童 と関わることもあ り、様 々な場面での配慮
や指導の工夫が求め られ る。 したがって、特別支援教育に関す る知
識が他校種 と比較 してより求められることが考 えられ る。
第 2節 教育現場における特別支援教育の課題
現場 に 目を向けると、文部科学省 (2011)によれ ば、特別支援学
校 と同様の専門性が求め られ る特別支援学級 の担 当教員の特別支援
学校教諭免許状の免許保有率は小学校では 32.8%、中学校では 27%
である。加 えて、特別支援学級の担当教員 を選ぶ際に何 らの基準が
設 け られてい る訳で もな く、理解や配慮のない指導 を受 け心に傷 を
負 う児童 も存在す る。例 えば斉藤 (2009)は著書である『 筆談ホス
テス』の中で次のよ うな体験を語 つている。「聞こえの教室」の担当
教員であったA教員 は、教科書の問題 を解 くよ うに指示 した後は漫
画 の本 を読んでいるだけで、分か らない問題 があらて質問 して も取
り合って くれなかつた とい うことである。そのようなA教員に対 し、
小学生だった斉藤 は反抗的な態度 をとったのだが、そのことが契機
となってA教員 は斉藤 に向けて、「君は神に耳を取 られた」 とい う文
字 を黒板 に大き く書いた。それに とどま らず、数 日後、A教員 は突
然、給食の時間にクラスにやつてきて再び「君は神 に耳を取 られた」
と黒板が 自くなるほ ど、何度 も何度 も心ない言葉 を書きな ぐった と
い うことである。 この事例 では特別支援教育に関す る知識 の有無 と
い う問題ではな く、人権 を無視 したよ うな言動 に見 られ るように、
その教員 の人格的な問題が大きいが、現在の教育現場、特 に特別支
援学級 において専門的な知識 に基づいた指導が必要であると考 えら
れ る。
また、山中 ら (2010)による特別支援学校教諭免許状の取得 を希
望す る教員 に対す る調査 によると、特別支援学校 においては免許 を
持 っていない ことによる劣等感 は低い ものの、不安 は比較的大 きい
ことが明 らか となつた。不安の内容 として 「幅広い障害 に関す る知
識や理解」「個に応 じた指導の計画や実践力」「アセスメン トの方法」
な どが上位 を占めている。つま り教員 として働いているものの、具
体的な指導方法 とい うもの以前に、障害に関す る知識や理解 とい う
基礎 的な部分 を求めてい ることが分か る。 したがつて、特別な支援
の必要な児童生徒 を理解す るための材料 を持 ち合わせていない こと
が現状であろ う。十分 な知識がないまま 「この児童 は発達障害であ
る」な どとラベ リングす ることにより、児童 の成長 を阻害するよう
なことが起 こ りかねないであろ う。 この問題 に関 しては児童生徒の
人権 に関わることもあ り、軽視すべきではない。
しか し、教員 は 自身の指導力の向上や、い じめな ど様 々な課題 を
抱 えてお り、その状況下で特別支援教育に関 して学ぶ ことがどの程
度優先 されているのか、また教員 自身が どの程度特別支援教育の知
識 を重要視 しているかは明確 なもの となっていない。加 えて、米沢
ら (2011)は小学校 における特別支援教育の推進状況の意識調査を
行 つてお り、職別 によつて意識の差があることを報告 している。特
に、管理職 (学校長)と、教員 の間に意識の差異があ り、 この部分
の 「ずれ」を どのよ うにな くすかが重要であると述べている。 それ
は例 えば専門機 関 との連携や、保護者 との信頼関係 の構築 とい った
ことである。以上で述べてきた よ うに、教員養成の段階や、教員に
なってか らも特別支援教育に関す る知識 を学ぶ必要性が高いものの、
十分でない現状が伺 える。また特に通常学校 においては、学校 内に
特別支援教育 を推進 していけるよ うな人材が少ない といった課題 も
ある。カロえて、先に指摘 した管理職 との意識 の差によって、円滑に
支援の体制を築 くことに困難が生 じていることも考 えられ る。
第 3節 本研究の 目的
2012年に文部科学省が実施 した、「通常の学級に在籍す る発達障害
の可能性のある特別 な教育的支援 を必要 とす る児童生徒 に関す る調
査結果について」の影響 に代表 され るように、特別支援教育 とい う
視 点の必要性が教育現場及び教員養成系大学の中では高ま りつつあ
る とい うことが言 えるであろ う。その よ うな中で、時代 にそ ぐわな
い大学のカ リキュラムや講義の実態が浮かび上が り、学生が教員 に
なるために必要な知識 を学ぶ機会 を与 えられてお らず、結果 として
認識不足が生 じてい ることが伺 える。 これ らのことを踏 まえる と、
教員及び教員志望大学生の特別支援教育に関す る意識 について考 え
る必要があ り、特に現場に出る前の教員志望大学生 に着 目すべ きで
あると考 える。加 えて、先行研究における問題点をカロ味す ると、教
育実習な どを経験 し、具体的な問題に直面 した学生の講義 に対す る
意見を抽 出す ることや、学生 自身の障害に対す る認識 レベルが どの
程度であるかを調査す る必要がある。
そ こで本研究では、教員志望大学生の特別支援教育に関する知識
と学びの経験について調査 し、それ らが障害者 に対す るイメー ジや
特別支援教育 を学ぶ姿勢に与 える影響 について考察す ることを 目的
とす る。 また、特別支援教育に関す る講義やカ リキュラムヘの提言
も視野に入れ、論述 していきたい。本研究の意義 としては教員志望
大学生の特別支援教育に対す る姿勢 とい うものが明 らかになること
が挙げられ るが、以下の2点においても意義深い と考 えられる。





現在 の教員養成系大学におけるカ リキュラムで どのよ うに学生が
特別支援教育について学んでいるのか、また どの程度の知識を有 し
ているかを調べ ることによ り、学生の現状を把握す ることができる。
また、特別支援教育がスター トして 日が浅い とは言 えな くな りつつ
ある現時点で どの程度理解が進んでい るか、調査 を通 して探ること
が可能であろ う。 中には特別支援教育が必要 ない と考 える学生が存
在す ることも予想 され るが、特別支援教育が必要ない と考 えるのは
なぜかを問い、吟味す ることによ り、今後の特別支援教育 に関す る
講義 に活かす ことができる。そ ういつた意味においても学生の特別
支援教育に対す る考 えを探 り、現状を把握す ることは必要である。
さらに講義 に とどま らず、学生が どの よ うな場や方法で特別支援教
育に関わ りを持 つていて学びを深 めているかを探 ることにより、講
義以外での場、すなわち卒業後 も主体的に学ぶ ことのできる場 を周
知 し、共有す ることに繋がる。それ らを通 して特別支援教育に関す
る講義への提言につなげることも可能であると考え られ る。
そ して、特別支援教育を学ぶ意欲が どのよ うに して湧いてくるの
か を探 ることによ り、学生段階のみな らず、現職教員の研修に も活
かす ことのできる効果的な講義 0研修 を作るヒン トが得 られるであ
ろ う。知識 を与える側がいて、 どんな創意工夫がな されていて も、
受 け取 る側の意識によつては学びが成立 しない。知識 を与 える側 の
課題 を探 ることも重要であるが知識 を受け取 る側の心情 も考慮 しな
ければな らないであろ う。 したがつて、学生の特別支援教育を学ぶ
意欲 には どのよ うな影響要因があるかを問 う必要がある。考え られ
るもの として障害児者 との関わ りがある。障害児者 との関わ りにつ
いては家族や これまでの学校生活の中でのもののほかに、教育実習
や介護等体験、アルバイ トな どが予想 され る。その中での気付 きや
学び を調べ ることで、既存のカ リキュラムを充実 させ ることができ
るであろ う。
第 2章 ア ンケー ト調 査
第 1節 目的
教員志望大学生の特別支援教育に対す る意識 (知識や学びの経験
について)を調査 し、現状 と課題 を把握することを 目的 とする。
第 2節 方法
アンケー トは、特BIJ支援教育関連の専攻の教員の助言1及び 1年次か ら4
年次までの学生それぞれ 2名ずつに意見を求め、改良をカロえて作成 した。
調査対象はA教育大学及びB教育大学の学部生であ り、調査の実施
時期 は 2013年7月か ら8月にかけてであつた。主 として各学年開講
の講義時に質 問紙 を配布 し、また一部に|ついては友人配布 を依頼 し
回収 した ものもあ り、最終的に 655名分 を分析の対象 とした。 また
自由記述のコーデ ィングは著者 と大学院生 1名で行 つた。
質問項 目一覧を表2-2-1に示す。
表 2-2-1 質 問項 目一覧
肢体不 自由



















第 3節 結 果
1.回答者の属性
回答者は 1回生が約 43%で最 も多かった。2回生、3回生はそれぞ
れ 21%、22%であった。また 4回生は 10%程度であった。教育実習
(観察だけではな く授業を行 つた者)経験者は全体の約 3分の 1で
あつた (図2-3-1)。




図 2-3-1 回答 者 の学年 につ い て
2.特別 支 援 教 育 に 関す る知 識 につ い て




視 → 視覚障害 L → 学習障害
聴 → 聴 覚 障 害 A → 注意 欠 陥 多 動性 障 害
知 → 知 的 障 害 高 → 高機 能 自閉症
肢 → 肢 体 不 自由 特 → 特別支援教育
病 → 病 弱 I   ―→  ICF
言 → 言 語 障 害 N → ノー マ ライゼ ー シ ョン
情 → 情緒障害 包 → イ ン クル ー ジ ョン
自 → 自閉症 統 → イ ンテ グ レー シ ョン
表 2-3- 各種 障 害等 の表 記 につ い て
ま た 、 図 2-3-2は各 用 語 に対 す る認 知 度 の結 果 の一 部 を グ ラ
フ化 した もの で あ る。
図 2-3-2 各用語に対す る認知度
表 2-3-2は各 用 語 に対 す る認 知 度 の結 果 の一 覧 で あ り、 上 段
の数 字 は人数 、 下段 の カ ッコ内 の数 字 は割 合 を示 す 。
単位 :人










視 聴 知 肢 病 言 情 自 L A高特 I N包統
中 理解している 躊 知らない
13
表 2-3-2 各 用 語 に対 す る認 知 度
網かけ部分の数字について、 1は「理解 している」、 2は「聞いた
こ とが あ り何 とな くイ メ ー ジ で き る」、 31ま「聞 い た こ とは あ る が 具
体 的 にイ メー ジで きない」、 4は「知 らない 」 を表 す 。
視 覚 障害 に 関 して 、約 30%の学 生 が 「理解 している」 と回答 して
い る。 ま た 「聞 い た こ とが あ り何 と な くイ メ ー ジ で き る 」 と答 え た








































































































割合 も高 く、「知 らない、具体的にイメージできない」 とい う2つの
回答 を合わせて も少数であった。聴覚障害 も視覚障害 と同様の結果
であ り、認知度が高い結果 となつた。今回の調査の質問項 目の中で
最 も 「理解 している」 とい う回答が多かった。知的障害 を 「知 らな
い」 と回答 した学生は 0名であつた。 しか し同時に、無回答の学生
が 50名で最 も多い。「理解 している」 と答 えた割合は視覚 0聴覚障
害に次いで多い結果 とな り、認知度の高 さが伺 える。肢体不 自由に
関 しては「理解 している」と答 える学生が約 23%であった。「何 とな
くイメージできる」 とい う回答 も 58%であ り、認知度は高い。病弱
はこれまで見てきた障害種 と比べて、「聞いた ことはあるが具体的に
イメージできない」 とい う回答が 20%ほどであ り、ややイメージし
に くい とい う状況が予想 され る。 ここまで見て生きた5領域の障害
種 に関 して、「知 らない」 と答えた学生はほとん どいなかつた。 しか
し肢体不 自由や病弱 とい う項 目は 「聞いたことはあるが具体的にイ
メージができない」 と答 えた学生が視覚障害や聴覚障害 と比 して多
い。「理解 している」とい う回答が最 も多かったのは聴覚障害であ り、
次に視覚障害であった。
言語障害の結果は病弱の結果 と似ている。「知 らない」 と答える学
生はわずか 7人にすぎないが、「理解 している」と答 える学生は 16%
ほ どであつた。 また、情緒障害について 「理解 している」 と答 えた
人数は視覚障害や聴覚障害の3分の 1程度であった。「知 らない」 と
答 える学生は 7%であつた。自閉症は「知 らない」を選択 した学生が
2名であ り、自閉症そのものの存在の認知度は高い よ うである。しか
し、約 16%の学生は 自閉症について 「具体的にイメージできない」
と回答 している。LDの結果は自閉症 と似ている。「理解 している」「何
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とな くイメージできる」 と答 えた学生は全体の約 74%であつた。
一方で ADHDに関 しては、約 12%の学生が 「知 らない」と回答 して
い る。「何 とな くイメージできる」 とい う回答 の割合 も自閉症や LD
と比べ ると、やや劣 るよ うである。高機能 自閉症に関 しては 「知 ら
ない」 とい う学生が 20%近く存在 した。また 自閉症 については 135
人が 「理解 している」 と答 えているが高機能 自閉症 になるとその数
が 68人にまで減少す る。 ここまでで見てきた ように、5領域以外の
障害に関 してはやや認知度が低い ようである。特に高機能 自閉症に
関 しては視覚障害等 と比べ ると認知度が低い とい う結果が顕著であ
った。 しか し、「知 らない」 とい う回答が大半を占めるとい うことは
なかった。
次に制度や理念 といつた面での質問項 目で、「特別支援教育」「ICF」
「ノーマライゼーシ ョン」「イ ンクルージ ョン」「イ ンテ グレー シ ョ
ン」の 5つである。 まずは特別支援教育についてである。特別支援
教育に対す る認知度 は 「理解 している、何 とな くイメージできる」
とい う回答が約 80%であつた。「知 らない」と答える割合 もわずかで
あつた。 しか し ICFに関 してはほとん どの学生が存在 自体を知 らな
い とい う結果であつた。「理解 している」 と回答 したのはわずか 3%
の学生であった。 ノーマ ライゼーシ ョンは 「理解 してい る、何 とな
くイメージできる」 とい う回答 と 「具体的にイメー ジできない、知
らない」 とい う回答が約半分に分かれた。イ ンクルージ ョンは ICF
と同様に存在 自体を知 らない学生が多かった。「理解 している、何 と
なくイメージできる」とい う、認知面において肯定的な回答が約 18%
であつた。インテグレーシ ョンも ICFとインクルージ ョンと同様の
結果であった。「何 とな くイメージできる」とい う回答 も 10%程度で
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あ った。 特別 支援 教 育 につ い て は多 くの学 生 が存 在 を認 知 しつ つ も、
そ れ を支 え る理 念 とい っ た事 柄 につ い て は存 在 自体 が知 られ て い な
い とい う結 果 とな つた。 特 に ICFとイ ン クル ー ジ ョン、 イ ンテ グ レ
ー シ ョンにつ い て は認 知 度 が低 い。
ま た 、 特 別 支 援 学 校 教 諭 免 許 状 の取 得 希 望 の有 無 で認 知 度 を比 較
した の が 図 2-3-3、家 族 に 障 害者 が い るか ど うか で比 較 した も
の が 図 2-3-4であ る。
-3 免許取得希望の有無による認知度 (「理解 している」
割合)の比較
特 別 支 援 学 校 教 諭 免 許 状 の取 得 を希 望 す る学 生 は全 体 と して 、免
許 取 得 を希 望 しな い 学 生 よ りも 「理 解 して い る」 と答 え る割 合 が 高
い結 果 とな った。特 に「自閉症 」で は約 18%、「LD」で は約 17%、「特
別 支援 教 育 」 で は約 21%の差 が 出た。 同様 の結 果 が 、 障 害 を持 つ 家














































視 聴 知 肢 病 言 情 自 LA高 特 I N包統
図2-3-4 障害を持つ家族の有無による認知度 (「理解 している」
と答 えた割合)の比較
次に教育実習で実際に教壇 に立ち、子 ども達の指導を したことが
あるかないかで比較を した。結果は 「自閉症」「LD」「ADHD」「高機能
自閉症」な どでは実習経験者 の方が 「理解 している」 と答 える割合
が高 くなつた (図2-3-5)。しか し、病弱や言語障害については
実習の未経験者の方が、理解度が高い とい う結果になつた。





















結 果 は 「大 学 の講 義 」 とい う回答 が最 も多 く、約 73%の学 生 が講
義 を情 報 源 と して い る こ とが 分 か っ た。 次 い で 「教 員 ・ 知 人 」 とい
う回答 が 多 く、約 33%であ った。「テ レビ」 とい う回答 も約 33%と
高 い値 を示 した。「本 ・ 雑 誌 」「イ ン ター ネ ッ ト」 とい うメデ ィア の
利 用 も見 られ る 中、 学 ん で い な い とい う学 生 が 1年次 を 中心 に見 ら
れ た。 ま た 、ボ ラ ンテ ィア活 動 と答 えた学 生 は約 15%であ った。「そ
の他 」 とい う回答 の 中 に は 「身 内 が教 員 で あ る」「教 育 実 習・ 介 護 等
体 験 」「アル バ イ ト」「ゼ ミ」 な どが あ り、「教 員 採 用 試 験 の参 考 書 」



















図 2-3-7 講 義 以 外 で特別 支援 教 育 につ い て学 ぶ 場 や 方 法
学ぶ場や方法が 「ある」 と答 えたのは学生の 3割程度であった。
53%の学生が、学ぶ方法や場について 「あると思 うが分か らない」
と回答 している。「ない・知 らない」 と答 えた学生 も 15%であ り、
約 7割の学生が大学の講義以外で特別支援教育について学ぶ方法















結果は 「感 じる」 と答 えた学生が 80%であ り、「少 し感 じる」 と
答えた学生が 19%であつた。 したがつて、ほぼ全ての学生が程度
の差はあれ ど、特別支援教育について学ぶ必要があると考えている




特別な支援 を必要 とす る児童生徒 との関わ りが確実だか ら(39件)




・ 共 生 社 会 の実 現 の た め (24件)
・ 有 益 で あ るか ら (23件)
・ 特 別 な支援 を必 要 とす る児童 生徒 の存在 が伺 え るか ら (22件)
0興味・ 関心 ・ 意 欲 が あ るた め (13件)
・ 自身 の経 験 や 体 験 の た め (8件)
。そ の他 (7件)
【「少 し感 じる」の選択者 】
0特別 な支援 を必要 とす る児童生徒 との関わ りが予想 され るか ら
(22件)
・ 有益であるか ら (7件)
・ 漠然 と必要性 を感 じるか ら (7件)
・ 特別な支援 を必要 とす る児童生徒 との関わ りが確実だか ら(3件)
・ その他 (4件)
【「あま り感 じない」の選択者】
・ 無関係であるか ら (1件)
・ 必要ないか ら (1件)
④ 特別支援教 育 を学ぶ必要性 について、 自身 の考 えに最 も近 い も
のは どれか
次に学ぶ必要性 について、 自身の考 えを尋ねた。結果 を図2-3
-9に示す。半数以上の学生が 「学ぶ必要性 を感 じてお り、これか
ら学習す るつ も りである」 と回答 している一方で、44%もの学生が
「学ぶ必要性 を感 じているが、学習す るか どうかは分か らない」 と


















【「学ぶ必要性 を感 じてお り、これか ら学習す るつ もりである」の選
択者 】
・ 特別 な支援 を必要 とす る児童生徒 との関わ りが予想 され るか ら
(30件)
・ 興味・ 関心・意欲があるか ら (25件)
・ 責任・義務であるか ら (15件)




【「学ぶ必要性 を感 じているが、学習す るかは分か らない」の選択者】
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学 ぶ 方 法 が分 か らない た め (13件)
カ リキ ュ ラム上 の理 由 に よ る課 題 の た め (12件)
優 先 順位 が 下 に な るた め (7件)
現 段 階 で は態度 を決 めか ね るか ら (7件)
意 欲 が ない か ら (5件)






家族に障害を持つ人がいると答 えた学生は約 10%であった (図2








表 2-3-3 自 由記 述 結 果 一 覧
②障害のある同級生がいたか
先の質問 と同様 に、障害のある同級生の有無 を尋ね、結果 を図 2
-3-11に示 した。
障 害 の あ る同級 生 の有 無
知 的 障害 (7) 肢 体 不 自 由 (6) 自閉症 (5) LD (4)
ADHD(3) 視覚障害 (3) 全盲 (2) ダウン症 (2)
身体障害 (2) 人 工透 析 (2) 聴 覚 障害 (2)
アスペルガー
(2)
精 神 障 害 (2) 網 膜 色 素 変性 症 難 聴 自律 神 経 失 調 症
高機 能 自閉症 パニ ック障害 突発 性 難聴
先天性胆道
閉鎖症
半身 まひ 重 度 心身 障 害 人 工 肛 門 リウマチ






約 7割の学生がこれまでの学校生活で障害 を抱えた同級生 と出会
つてきた とい う結果であつた。障害名 については、先の 「家族 に障
害 を持つ方がいるか」 と同様であったが、他 の記述 も見 られた。そ
の詳細は表2-3-4に記 した。
表2-3-4 自由記述結果一覧
自閉症 (84) 知 的 障害 (47) ダ ウン症 (32)
学習障害・LD(31)ADHD(28) 聴覚障害 (21)
肢体不 自由 (16) アスペルガー (8) 難 聴 (5)
言語障害 (5) 身 体 障害 (3) 情緒障害 (3)
発達障害 (2) 脳 性 まひ (2) パ ニ ック障害 (2)
高機 能 自閉症 (2) 病 弱  (2) 重度 難聴
突発性難聴 難 聴 左 半 身 まひ
かんもく ディスレクシア 知 恵 遅れ
筋 ジス 弓弓つ記
コ ミュニ ケー シ ョン
障 害
※誤字のみ訂正 し、記述 をそのまま記 した。




③障害者 に対す るイメージはどのよ うなものか





「苦 しい」 とい うネガティブなイメージが併存 していた。 しか し、
ポジティブなイメージにおいては 「素晴 らしい」「優秀な」 といつた
称賛的なイメージはあま り抱かれていなかった。加 えて 「陰気な」
とい う性格 を否定す るようなイメージも少なかった。また「その他」
か ら以下の 6つの障害者に対す るイメージのコー ドを抽 出 した。
・ 特定のイメージはな く、人それぞれ (28件)




















④大学入学前 と現在 を比較 して、障害者へのイメージは変化 したか
障害者 に対す るイメージを尋ね、結果が上記の よ うになった。加
えて、ここではイメー ジ変化の契機 を尋ねた。結果 は以下のよ うに
なった (図2-3-13)。
図 2-3-13 障 害者 に対 す るイ メー ジ変 化 につ い て
半数 以 上 の学 生 が 障 害者 に対 す るイ メー ジ の変 化 が あ つ た。 しか
し今 回 の調 査 で は 良 い イ メー ジ に変 化 した の か 、 それ と も悪 い イ メ
ー ジ に変 化 した の か とい った詳 細 ま で は不 明 で あ る。 ま た約 1割の
学 生 は 、 大 学 生 活 を送 りつ つ も、 それ ま で に抱 い て きた 障 害 者 像 が







⑤イメージが変化 した契機・要因について、最 も影響が大 きかつた
ものは何か
「変化 した」「少 し変化 した」を選択 した 378名の うち、無回答を


















図 2-3-14 イ メー ジ変化 の契機・ 要 因 につ い て




か ら」「母 親 の仕 事 の 関係 」「自然 学 校 の リー ダー を して 」「実 習 等 」
「塾 の アル バ イ ト」 とい うもの で あ った。
⑥ 障 害 を持 つ児 童 生徒 の担任 に な る こ とにつ い て どの よ うに思 うか
調 査 対 象 が教 員 志 望 大 学 生 で あ る こ とか ら、将 来 担 任 に な っ た 時
の こ とを想 定 して も らい この 問 い に答 えて も らっ た。 以 下 の 図 2-







図 2-3-15 障害 を持 つ 児 童 生徒 の担任 に な る こ とにつ い て
障害を持つ児童生徒の担任になることについて、「少 し抵抗がある」
とい う回答が 40%で最 も多かつた。半数近 くの学生は抵抗感 を感 じ
ていることが分かった。はっき りと 「抵抗がない」 と答 えたのは学
生の 2割であつた。抵抗の中身については「理解不足」や「不安」「自
信 の な さ」 とい う記 述 が見 られ た。 以 下 は 自 由記 述 の分 類 結 果 で あ
る。
【「抵抗がない」の選択者 】
・ 特別視す る必要がないか ら (17件)




・ 特別視す る必要がない (18件)






・ 対応方法が分か らないため (26件)
0勉強不足であるため (22件)





・ コミュニケーシ ョンが難 しいか ら (3件)





講義の受講理 由で最 も多かったのが 「教員 になって必要 となる知
識 だか ら」 とい うものであった。 関心があって受講 してい る学生は
全体の 2割程度であった。また、「単位 を取 らない といけないか ら」
とい う学生 も存在 し、13%とい う値 を示 している。また これまでの










図2-3-16 特別支援教育に関す る講義の受講理 由について
②特別支援教育に関す る講義で取 り扱 つてほしい内容は何か
特別支援教育 とは どのよ うなもので、 どういつた経緯で誕生 した
のか といった 「歴史や制度」について学びたい学生はわずか 4名で
あ り、グラフでは 0%となつている。多 くの学生は「困難場面におけ
る具体的な手立て」「各障害に関す る知識や理解」を選択 し、「アセ












図2-3-17 講義で扱 ってほ しい内容について
③ 特 別 支 援 教 育 に 関す る講 義 につ い て 自身 の 考 え に最 も近 い もの は
どれ か
特 別 支 援 教 育 に 関す る 「講 義 の意 義 を感 じな い 」 とい う学 生 は 3
名 で あ っ た。 した が っ て グ ラ フで は 0%の表 示 に な っ て い る。 ま た
63%の学 生 は講 義 の 充 実 を望 ん で お り、現 状 の カ リキ ュ ラ ム に改 善
の余 地 が あ る と考 えヽ て い る。 しか し現 状 の カ リキ ュ ラ ム で も構 わ な
い とい う学 生 が 25%存在 し、他 の授 業 を優 先 したい とい う学 生 も 3%


























多 くの学生が 「特別支援教育」を 「理解 している」 と答 えている
が、特別支援教育を支 える理念な ど、例 えば 「イ ンクルージョン」
や 、「ICF」について 「知 らない」 とい う半ば矛盾 したよ うな回答が
目立った。 したがって多 くの学生は 「特別支援教育」 とい う言葉 自
体は認知 してい るが、その中身については知 らない、または じっく
り考えたことがない とい う状況が予想 される。「特別支援教育」を「理
解 している」「聞いたことがあ り何 となくイメージできる」 と答 えた




ると考 えられ、 この点についてはインタビュー調査等で明 らかにな
る部分があると考えられ る。
次に、結果で示 した免許取得 の希望の有無や、障害を抱 える家族
の有無、教育実習経験の有無による比較について考察す る。免許取
得 を希望す る学生の障害等 に関す る認知度が非希望者 よ りも高いこ
とは予想 に難 くないが、「聞いたことがあり何 とな くイメージできる」
を選択 しなかったことか ら、ある程度 の 自信 をもつて 「理解 してい
る」 と回答 してい るもの と考 え られ る。つま り、免許取得 を希望す
る学生は、 自分の持 ってい る各種障害に対す る知識等に 自信がある
とい う側面が伺 える。 同様 に、教育実習経験者の回答に も同じよう
な傾 向があつたことか ら、各障害等に関す る知識 に対す る自信 があ
るもの と思われ る。 これは、「発達障害の子 どもが増 えている」 とい
つた話 を耳に してはいたが実感す る場がな く、実際に指導す るとい
う立場 になって初めて困難 さを感 じ、理解が深まった、あるいは学
ぶ契機 になったことが要因であると考えられ る。また、「理解 してい
る」か どうかを教育実習に行 く前の 自分や後輩 と比較 を して答 えて
いるもの と考 えられ、学年が上がった ことや教育実習 とい う大 きな
仕事を乗 り切 つたことか ら生 じる自信が、「理解 している」 とい う回
答 を増や したか もしれ ない。また、各項 目において 「聞いたことが
あ り何 とな くイメージできる」 と回答 した学生の内訳をみ ると全体
として 3年次の学生が多い。
このことか らも、教育実習な どを経 ることによ り、知識が増 える
ことが予想 され る。そ して 「聞いたことはあるが具体的にイメージ
できない」 とい う回答 に注 目す ると、学年や障害種 によつて大 きな
差が生 じるものがあつた。例 えば 「高機能 自閉症」 を 「聞いた こと
はあるが具体的にイメージできない」と答えた 2年次の学生は43.4%
であったのに対 し、4年次の学生では 16。1%である。 このことから
も学年が上が り教育実習で教壇 に立つ ことが各種障害等の知識 をつ
ける機会 になっていることが伺 える。 したがって、実際に子 どもと
関わる機会 を持つ ことや、講義だけではなく教育実習の充実により、




教員・知人か らの情報 も多い ことが分かった。 したがって、大学の
講義が特別支援教育を学ぶ際に重要な位置づ けであると確認できた。
つま り、講義後 も自分で学びを深 めるためには どうした ら良いかな
どの情報提供 を講義内で行 うことが重要である。 も しくは教員 と学
生のつなが りを講義後 も残す よ うな試みが必要であると考 えられ る。
特に特別支援教育専攻でない学生にとつては重要な視点である。ま
た、現状 として学生が講義以外 に どの ような場や方法で特別支援教
育について学んでいるかについては大きく4つのもの (「実習・ ボラ
ンテ ィア」「知人やセ ミナー」「メデ ィア」「複数の場や方法」)に分
類 できた。 この結果か らも、先 の主張 と共通す るが講義 内でそれ ら
の場や方法の紹介 を行 うな どの情報提供が重要である。 また、それ
らに気軽 にアクセスできる環境づ くりも必要であろ う。
そ して、アンケー ト結果か ら、ほぼ全ての学生が特別支援教育を
学ぶ ことは必要であると考えてい ることが分かったが、44%の学生
が これか ら先に特別支援教育について学ぶか どうかは分か らない と
答 えてい る。 これ らの学生の 自由記述 を見てみ ると 「自専攻の授業
で手一杯」 とい うものや 「学び方が分か らない」「優先順位でい うと
下になる」な どの回答があつた。つま り、カ リキュラム上、これ以
上幅を広げて講義 を受講す ることが困難であるとい う側面 と、やは
り学び方が分か らない とい う大 きな問題が存在す ることが分かった。
加 えて、学ぶ必要性 を感 じている理 由に着 目す ると、最 も多い意見
が教員 の義務や責任 であるとい うものであった。 したがって、教員
養成段階の学生の中においては、特別支援教育に関す る知識を学ぶ
ことが当然 とされてい るとい うことが分かった。 しか し、学び方が
分 か らない とい う課題 は先述 した通 りである。そ して、他 の学ぶ必
要性 の理 由を見てみ ると、特別 な支援 を必要 とす る児童生徒 との関
わ りが確実であるとい う意見 と、関わ りが予想 され るか らとい うも
の と、そ うい つ た児 童 生徒 の存 在 が伺 え るか ら とい うもの が あ っ た。
した が つ て、文 部科 学省 が示 した 6.5%とい う数 字 の受 け取 り方 に も
違 い が あ る こ とを意 味 して い る と言 うこ とが で き る。 つ ま り必 要性
を感 じて い る こ とで は共 通 して い る もの の 、 どの程 度 の切 迫感 が あ
るか に はバ ラつ きが あ り、興 味 関心 の 内容 も少 しず つ 異 な って い る
とい うこ とで あ る。 これ は講 義 に参加 してい て も各 々 の意 識 に は差
が あ る こ とを物 語 つて い る。
3.障害児者 との接触経験やイメージについて
家族 に障害者 がい る学生の半数近 くが講義以外での学びの方法を
知っている一方で、家族に障害者がいない学生は 30%に達 しない と
い う結果 を踏 まえると、家族に障害者 がいる とい うことは、特別支
援教育を学ぶ際に影響 を及ばす要因であることが考 えられ る。また、
障害 を持つ児童生徒 の担任 になることについての質問において、自
由記述の内容 を見ると 「抵抗がない」 と答 えた学生の意見は 「特別
視す る必要がないか ら」 とい うものが最 も多かった ことか ら、 これ
らの学生に とつて障害児者が差別や偏見の対象ではない ことが分か
る。一方で、「あま り抵抗がない」を選択 した学生 も 「特別視す る必
要 がないか ら」 とい う意見が多かったが 「不安及び 自信 のなさ」 と
い う回答 も日立つ。 このことか ら、障害のあるな しに関わ らず教員
としての職務 を果たそ うとす る、障害に対 して肯定的な学生の姿が
伺 えるが、指導方法や周囲の児童生徒への配慮 を どうす るか といつ
た不安があることがわかる。「少 し抵抗がある」の回答者の自由記述
を見 るとその不安の内容が少 し具体的になる。最 も多かったのが「経
験・力量不足等による不安」であった。
その他は 「対応方法が分か らない」「勉強不足であるため」 といつ
た意見があつた。 これ らの意見に共通す るが、現場 に出ていない学
生に とって、経験や力量がない ことや、勉強不足であることは当然
である。教員養成段階において この部分の不安 を取 り除 く方法 は、
教育実習や講義 を主体 とした大学での学びであろ う。 しか し、教育
実習 な どで最初 に教壇 に立つ際は、特別支援教育に関す る知識 より
も、まずは授業及び学級経営ができるかが意識 の上では重要なポイ
ン トになるであろ う。
そ こで、特別支援教育に関す る講義 を設定す ることも大切である
が、学生が専攻 としている各教科の講義で、特別支援 とい う観 点か
ら見た指導の留意点を織 り込む ことが重要であると考える。例 えば、
通常学級 に在籍す る発達障害のあると思われ る児童生徒 を想定 し、
発 間の仕方や板書についての留意点を学ぶ機会 を設 けるな どである。
各教科の指導法等であれば全ての学生が複数 の科 目を受講す ること
にカロえ、特別支援 とい う畑違いのものをどの よ うに実践す るか を各
教科の指導方法 を通 して学ぶ ことができる。そ ういつた工夫がなさ
れれば、障害 を持つ児童生徒の担任になることについての不安や抵
抗が軽減 され るのではないか と考える。それ はまた講義 の充実 にも
繋がる。
4.大学の特別支援教育に関す る講義について
講義の受講 (もしくは受講予定)理由については学年 間で大 きな
差が見 られず、多 くの学生が「教員になって必要 となる知識だか ら」
と回答 している。「特別支援教育に関心があるか ら」 とい う回答は学
年が上昇 しても変化 しない ことか ら、在学の 4年間に特別支援教育
に興味や 関心、また必要性 を感 じる機会が少 ないのではないか と考
え られ る。また、教育実習や介護等体験で特別 な支援 とい うこ との
重要性 に気付 きつつ も、探究 したい とい う段階にまで至 っていない
とい う側面 も伺 える。 これは児童生徒 と実習期間のみの関わ りであ
り、基本的に保護者 と関わることもないために、責任感 をそれ ほど
感 じることがないか らであろ う。特別 な支援 を必要 とす る児童生徒
との出会いにより、特別支援教育を知 つた として もその先につ なげ
る行動 を呼び起 こす ことは困難である。
またここで 「特別支援教育に関する授業で取 り扱 つてほ しい内容」
の回答に 目を移す と、「困難場面における具体的手立て」 とい うもの
が 目立つ。 この選択肢 を選んだ 2年次の学生は 30.1%、一方で 4年
次 の学生は 58.1%とい う具合 に、差が出てい る。3年次の学生は
54。4%、1年時の学生は 43.5%とい う結果であった。このことか ら大
雑把な主張になるが、学年が上がるにつれて、現場です ぐに使 える
知識 を欲す る傾 向があるとい うことが言 えるかもしれない。その要
因については、各障害等に関す る知識 などを学ぶ時間的な余裕 がな
い ことや、学ぶ講義 自体が存在 しない ことが予想 され る。手短 に学
ぶ ことができ、現場です ぐに使 える知識 を卒業前の学生が欲す るの
はある意味で当然かもしれない。
また、学年別で 「特別支援教育に関す る講義が必要であ り更 なる
充実を望む」と回答す る割合を見てみると、4年次の学生が他学年 と
比較 して多い。4年次の学生では約 8割であるのに対 し、1年次及び
2年次は約 6割であつた。加 えて特別支援教育に関す る講義の開講時
期 についての意見 も見 られた。教育実習に行 く前の早い段階で基礎
的な知識 が欲 しい とい う立場 と、入学問もないタイ ミングで 自分 と
は馴染みのない話題 を取 り上げ られて も忘れ て しま うか ら意味がな
い とい う、大きく 2通りの意見である。また講義だけでは分か りに
くい とい う部分 を補 うために、教育実習 と関連付 けた取 り組み を考
案す るな どの工夫があっても良いであろ う。
5。 調査の課題
ここまで考察を してきたが、今回の調査では認知度の度合い を学
生の主観 による判断に任せてい る点が課題である。言葉 を聞いたこ
とがある程度で 「理解 している」 と回答す る学生がいる一方で、特
別支援教育に関 して学んでいるか らこそ 自分 の無知 さを感 じ、他者
と比較 して理解度が高い学生であって も 「聞いた ことはあるが具体
的にイメージできない」 と回答す るケースな ども予想 され る。一問
一答的な形式 に して、 よ り正確 な認知度 を調べる手法 もあるが、そ
れではアンケー トに回答す る学生の負担 となるであろ う。学生の負
担 にな らず、かつ、認知の度合いをよ り正確 に測 る指標 が必要 であ
る。 しか し、今回の調査では 「理解 している」「聞いたことがあ り何
とな くイメージできる」「聞いたことはあるが具体的にイメージでき
ない」「知 らない」 とい う4つの選択肢からしか回答できない。また
「理解 してい る」 と 「聞いたことがあ り何 とな くイ メー ジできる」
とい う回答の間には大きな隔た りがあ り、4つの選択肢 が均等 に割
り振 られていない。 こういつた点が今後の課題であろ う。
また、全体 として 2年次の学生の無回答が 日立ったが、その理由
については疑間が残 るところである。講義を受講 していないことに
よる答 えにくさでは 1年次の学生 も共通 しているが、 1年次の学生
の無回答 は突出 している訳ではない。 アンケー ト調査は、各大学、
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各学年 において同 じ教示文 を読み上げて行 ったことか ら、調査対象
の学生に大きな理解 の差 を生む ことは考 えに くい。 しか し、現実 と
して無回答が多 く出て しまった ことを受 け止 め、今後調査 を行 うこ
とがあれば条件整備 に配慮 しなければな らない。
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第 3章 イ ンタビュー調査
第 1節 目的
アンケー ト調査で明 らかになったことを踏 まえ、教員志望大学生




対象はA教育大学学部生 3名 (2年次 2名、4年次 1名)であ り、
実施時期は 2013年10月であつた。A教育大学の学部生 3名につい
て、音声の録音 について許可が出たためICレコーダー を用いて録
音 を し、半構造化 による面接 を行 った。分析 は音声デー タをすべて
文字化 し、文字化 したデー タにコーデ ィングを行い、カテ ゴリー化





・ 観察実習で養護学校 に行 つた時 しか特別支援教育 を考 える事がな
かった。
・ 介護等体験の時、老人ホームに行ったが、実習生 とい うよりはお
客 さま とい う扱いだった。む しろ「介入 しないよ うに」と言われ、
見学だけで学ぶ ことはそこまで多 くなかった と思 う。
・ 介護等体験の行 き先は、「おやつタイム」と呼ばれ る休憩が 2回も
ある所であつた。 しか し、他の人に聞くと一 日中、休む ことなく
介助に入つている人 もいたよ うであ り、疑間を感 じた。
・ 実習生に、特別支援教育に関す る知識が必要であることを感 じさ
せ るようなプログラムや状況 を作ることが必要ではないだろ うか。
しか し、子 どもたちが実験台になるようで、難 しい部分は存在す
ることを考慮 しなければならない。
・ 介護等体験の時に、行 き先や内容が大きく異なるのに同 じ単位 と
して扱われ るのはいかがなものか と思 う。




内容 を学ぶ意識が低い ように思 う。
・ 特別支援教育に関す ることを学ぶ方法は、気持 ち次第でい くらで
も広がる。
45
0自分が担任 になつて特別 な支援が必要な児童がクラスにいて も支
援学級の先生に任せて しま うのは良 くない。にもかかわ らず、こ
れか ら先、特別支援教育に関す ることを「学習す るか分か らない」
とい う人が多 くて意外である。
・ 特別支援教育を学ぶ方法を 「知 らない」人は、本 当に方法を知 ら
ない人達で、「あると思 うが分からない」と言 う人は探せば見つか
ると思つている人達であると思 う。
。特別支援教育について学ぶ方法は、や り方が正 しいかは別 として、
本気 になればい くらでも見つけることができると思 う。
・ 特別支援教育の知識は国語や算数 といった ものを学ぶの と同 じだ
と思 う。特別支援教育を勉強 しない とい うのは、「国語は好きだが
算数は嫌い」 とい う風に言っているのと同意義だ と思 う。
・ 特別支援教育をテ レビで学ぶ とい う人は恐 らく、 ドキュメンタリ
ー番組等を見て、そ う感 じているのだ と思 う。
③ボランティアについて (6件)
0ボランティアの経験はあま り多 くない。地域の特別支援学校 の運
動会に参力日し、準備 の手伝いや、競技に参カロす るなどといったも
のである。
・ 特別支援関係のボランテ ィアに行っている人の話 を聞いて、 自分
の考 えが変わることがある。
・ この大学には特別支援教育に関わるボランティア もあつて、参カロ
している人 も何人か存在す るとい う話を聞いてい る。
・ 大学にボランティア系の団体が 2つある。 ほとん どの人が掛 け持
ちを して活動 しているよ うである。正確には分か らないがメンバ
ーは 100人を超 えているかもしれない。 しか し、団体に所属 して
いて も障害児者 との関わ りが多いか とい うと「そ うではない」 と
い うのが実情である。
・ ボランテ ィア系の団体に所属 してい る人数 は分か らない。所属を
希望す る学生が増 えて、部長 しか正確な人数を把握 していない。
活動 には様々なものがあるが、そ ういつた活動の参加募集等 をメ
ー リングで行 うこともあ り、そのメー リングの登録だけを行 う人
もいる。
・ ボランティアの参加者 の特徴 は、性格的に優 しくて子 どもが好き
とい う印象 を受ける。
④幼少期か らの関わ り (6件)
・ 私の叔母が特別支援学校の教員 をしていることもあ り、小学生の
頃か ら「特別支援教育」 とい う言葉 を耳に していた。
・ 親が特別支援に関連す る職業の場合、障害者 に対 して肯定的な立
場にな りやすいかもしれ ない。知人は母の職場で幼い ころか ら障
害児者 と関わつていた こともあ り、抵抗感 とい うものを持ってい
ない。今、その知人は特別支援学校 の教員 を目指 している。
・ 小学生の頃、同 じ地区に特別支援学級の子がいた。登下校の班 も
同 じだつたこともあ り、特別 な支援 とい うのを何 とな く知ってい
た。
・ 小 さい頃か ら障害児者 との関わ りがあると、障害児者 に対 して肯
定的だ と考えられ る。普段は暴言 を吐いて周囲の児童 を困らせて
いるよ うな児童が、同 じクラスの障害を持 った児童が他学年 の児
童か ら嫌が らせ をされた時は助けに入つた ことがあった。共 に過
ごす ことで障害を持つた児童のできることや得意なこと、逆にで
きないことや苦手なことを考 えるよ うになるのか もしれない。そ
れが障害児者に対す る抵抗感 の軽減 にもつながるのか もしれ ない。
・ 姉の学級に障害を持つた児童 がいたが、クラスで団結 して様 々な
ことができるように配慮 して頑張つていた ことを思い出 した。そ
のよ うな学級 を作 りたい と思 う。
・ 振 り返 ると自分が小学生や 中学生の時、特別な支援が必要な児童
生徒が存在 した。
⑤抵抗・不安 (4件)
・ 差別的になるかもしれないが、自分達 と大 きく違 うとい うことで
抵抗 を隠 しきれない部分 はあるかもしれない。加 えて コミュニケ
ーシ ョンが円滑に図れないことで、きちん とした指導や安全 の確
保な どが大丈夫か といった不安がある。
・ クラスに障害を持つ児童がいると、彼 らをか らか う児童 もい るか
もしれない。そ ういつた児童 の指導 をどの ようにすれ ば良いか分
か らない。加 えて 日頃の授業や校外学習な ど、集 団で行動をする
時には特に注意が必要で大変そ うであ り、抵抗感 の源 になってい
るか もしれない。
。特別支援教育は、学校で他の児童 と普通に授業 をす ることが難 し
い子 どものためとい うイメージがある。安全 といった面でも、人
手が多 く必要であるし、「特別である」 とい うイメージが強い。
・ 特別支援教育に関す ることを知 らないにもかかわ らず、現場 に出
て障害を持つた児童の担任になった場合、 自信 もない し困つて し
ま う。他の児童のことも考えなければな らず、仕事が大変で 自信





・ 卒業す るために特別支援教育に関す る講義の受講が 1コマだけで
良い と言 うのはさすがに少ない と思 う。
・ 特別支援教育に関す る講義の開講が 3年次 とい うのは遅いか もし
れない。比較的、時間的余裕 のある 1、 2年次に開講 してはどうだ
ろ うか ?
・ 講義で話 を聞 くことも大切であるが、同 じ障害であっても人 によ
って様々な状態がある。実践的なものも必要である。
・ 特別支援教育に関す る講義を 1単位取つても自信 に繋が らない。
・ 講義 も重要であるが実習 も大切である。
・ 特別支援教育を学ぼ うと思 うのは必要性を感 じるか らである。 し
たがつて、必要性 を感 じない限 り、 自分か ら学ぼ うとす る学生は
ほ とん ど存在 しない と考えられ る。
・ 特lll支援教育に関 して関心のなさそ うな人は正直、存在する。
・ 教員 とい う職業柄、子 どもには平等に接す る必要があ り、特別支
援教育に関す る知識は貪欲に学ぶべきだと考える。
・ 多 くの学生は必修 の講義 しか受講 しないか ら、その講義の中で特
別支援教育の必要性 を強 く訴 える事が大切ではないか。
・ 心理学の講義な どで特別支援教育に関する内容に少 しふれた記憶
はあるが、思い出せない。
⑦特別支援学校教諭免許状について (3件)
・ 特別支援学校 における特別支援学校教諭免許状の保有率の低 さに
は驚いた。
・ 小学校教員 を目指 してい る人で特別支援学校の免許 も取得 しよう
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と考える学生は少ない と思 う。
・ そ もそ も、特別支援学校教諭免許状の存在 を知 らない学生 も少な
か らずいると思 う。
③その他 (4件)
・ 今年、軽度の障害を持つ児童 をクラスー丸 となって支 えるとい う
場面に出くわ した。素晴 らしいと感 じた。
・ 友人が特別支援に関連す るボランテ ィアをやっていて、その話を
聞 く中で 「す ごい」 と感 じ、特別支援教育に対 して意識が変わる
ことがある。
・ 特別支援教育 とい う言葉 を聞きなれているか ら、理解 してい るつ
もりになっている部分があるのは事実である。





・ 実地教育や学童保育のアルバイ トで ADHDなどの障害 を持つ児童
との関わ りを持つ機会があった。その点で一般 の大学生 よりは環
境的に恵まれていると思 う。
・ 初めて特別支援学校に行ったのは大学 1年の時の実地教育であ り、
A県内にある特別支援学校に行った時である。
・ 実習時など、実際に どのような児童がいて、 どのような教育をし
てい るのかほとん どわか らなかった。
・ 実地教育な どによ り特別支援学校の実情や、どの ような学校 であ
るの か とい った こ とを知 る こ とがで きた。
・ 実 習 生 で あ るが形 と して教 員 とい う場 で 障 害 を持 つ 児 童 と関 わっ
た の は実習 の 時 が初 めて で あ った。
・ 最 初 は なぜ 言 うこ とを 聞 けな い の か 、 なぜ 授 業 を 聞い て くれ ない
の か とイ ライ ラす る こ とが あ つた が 、「あれ で も成 長 したん だ よ」
とい う他 の児 童 の言 葉 が印象 的 で あ った。
②講義 0カリキュラム等への意見・要望 (6件)
0実際に関わることで実感がわ くと思 う。
・ やは り実際に先生や保護者 と関わる機会があつた ら良い。
・ 大学のカ リキュラム としては実感 を伴つた学び を展開 してほ しい。
・ 実情 を知 らない と学んでもす ぐに忘れて しま う。
・ 本 当に理解 してもらいたいな ら介護等体験で全員が特別支援学校
に行 けるよ うにす るべきであると考える。
・ 特別支援教育の歴史な どは習ったが、それ よりは実践的な部分を
教 えてほしかった。
③学生の特別支援教育に対する意識 (5件)
・ 特別支援教育に対す る興味があま りない人は、困つた ことがない
人であると考 えられ る。実際に教壇 に立ち、障害がある児童 を目
の前にすれば考えるきつかけになるかもしれない。
・ 知識や指導技術に関 して学びが足 りない部分がある。特別支援教




・ 普段はやは り、 自分のコースの授業があることに加 えて、アルバ
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イ トや部活動のことも考 えない といけない。特別支援 が大事であ
ることは分かるが、常に頭にあるわけではない。
④ボランティアに関す る内容 (2件)
0誰かのために働 くことは素晴 らしい と思 うが、相手に強制す る人





0特別支援教育に詳 しい人が周囲にいないか らか もしれ ないが、特
別支援 関係 の話 を している人がいると、その人が優秀 な人に見え
る事がある。視点が違 っていた り、考えが深かつた り、 自分 とは
違 うと思 う。
・ 最近は特別支援教育 とい う言葉を聞きなれている。
・教員採用試験の勉強で障害について初めて知 る人 もいる。




介護等体験 に関す る内容が多 く出た。行 き先や実習内容 が大 きく
異なるといったことか ら、介護等体験の意義その ものを疑わざるを
得 ない とい う声があつた。通常学校の教員 を 目指す学生 にとつて、
介護等体験は唯一、特別支援学校や他の施設 に行 くことのできる機
会である。僅かな期間であるが、教員の資質 向上 とい う目的を鑑み
る と、介護等体験の改善については必要性が高い と考え られる。 し
か しなが ら、現状であつて も特別な支援 を必要 とす る人 々に実際に
出会 うとい う点において大きな意味があると考え られ る。例えば高
校進学時には入試 とい う箭 に生徒がかけられ るとい うこ ともあ り、
身の周 りに障害 を持つ生徒がいなくなった り、減 った りす るこ とが
予想 され る。 したがつて、実際に障害 を持つ人々 と関わ る機会 を設
けることは重要である。
また、障害 を持つ人々 との関わ りを増やす とい う点において、ボ
ランテ ィア活動がその機会提供 を担っているとい う側面が伺 えた。
しか し、 ここで も障害児者 と関わ りを持つか どうかは、個人の意欲
によるものが大きい ことが明 らか となった。 ボランテ ィア系の団体
に所属 していても、構成員の 目的にはバ ラつ きがあ り、必ず しも障
害児者 との積極的な関わ りを望む とい うわけではない。 しか し、 自
分がボランテ ィア活動に参加 していな くても、参加 してい る友人の
話 を聞 くな どして、特別支援教育に対 して興味を持 った り、肯定的
に意識が変わった りす るとい う話が聞けた。
そ して、幼少期の頃か ら障害者 との関わ りがある と、障害に対 し
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て肯定的な立場 にな りやすい とい うことが伺 えたが、この点につい
ては安易に結論付けることができない。アンケー ト調査の結果か ら、
家族に障害を持つ人の約 25%が、障害 を持つ児童生徒の担任になる
ことに対 して 「少 し抵抗がある」 と答 えてお り、その理 由は 「適切
な指導方法が分か らない」 といったものであった。 したがつて、障
害者 との関わ りを何 とな く子 どもに任せて しま うのではな く、正 し
い知識や理解 を示す ことも必要であると考え られ る。
また、大学での特別支援教育に関す る講義 に 目を移す と、特別支
援教育に関す る講義が少ない とい う意見が見 られた。文部科学省が
提示 した、特別な教育的支援 を必要 とす る児童生徒が約 6.5%存在す
るとい うものが大きなインパ ク トを与 えたよ うである。 しか し、ア
ンケー ト調査では 「カ リキュラム 0自専攻の都合」「学び方が分か ら
ない」「未来のことで分か らない」 といった理 由で特別支援教育につ
いて学ぶかは分か らない と答 える学生が多かった。加 えて、講義を
受講して単位 をとることが、 自信 につながるかは分か らない とい う
言葉 を重 く受 け取 る必要がある。学生が主体的に特別支援教育 に関
す る講義 を多数受講 し卒業 した として も、それは適切な指導がそつ
な く行 えることを意味 しない。講義の受講が特別支援教育を学ぶ上
で重要ではあるが、あくまでほんの入 り口にすぎない ことを教員 と
学生が認識 してお く必要がある。
2.A教育大学学部生4年次 1名
この学生は学部の 4年次である。教員採用試験 も終えてお り、イ
ンタビューを行 つた 日の直前には地元小学校 での教育実習 も終 えて
いた。そ ういつた背景 もあると考 えられ るが、教育実習等での体験
に関す る発言が 目立った。 これまでの障害児者 との関わ りにつ いて
詳 しく言及 していないが、教壇 に立ってか ら見た 「特別 な支援 の必
要な児童」の存在は大きかつたようである。「正直、最初はイライラ
して しまった」 とい う感想 を聞 くことができた。 しか し、その経験
が今の 自分にとつて意義深いことであるとも考えている。
これ らのことか らも、実際の関わ りとい うことが学生の意識 に大
き く影響 を与えることが考 えられ る。実際の関わ りとい うのは第二
者 として眺めるとい うのではな く、「教員 と生徒」 といつたような社
会的な関係 を持 ち、継続 した相互関係 にある状況の ことをここでは
指すであろ う。換言すれば、子 どもに対 して責任 ある立場で関わる
状況のことである。 自分 も特別支援教育の関係者 である と気付 かせ
ることが最初 にポイ ン トとなると考え られ る。大学の講義 を受講 し
て も、支援が必要な児童がいるらしい とい う傍観者的な立場での認
識でス トップ して しま う。通常学級 にも支援 が必要 な児童が増 えて
いるといつた情報は広がってい るが、その先 を考 え させ る講義が必
要ではないか と考える。学生の側 もそのような内容 を望んでい るこ




あろ う。そのよ うな状況で、一人の特別な支援の必要な児童 との関
わ り方 を深 く考えさせ るよ うな発間を実習生 に担 当教員 が行ってい
るかは分か らない。 したがって、実習 を受け入れ る学校や担当教員
が実習生に何 をどのよ うに身につけさせ るか を考 えることが必要で
あろ う。何 とな く実習を行 わせ るだけでは、実習先や担 当教員 によ
つ て 、学 生 が 学 ぶ 内容 が 大 き く異 な る状 況 が 生 み 出 され る。 実 習 内
容 を均 一 にす る必 要 は な い が 、 実 習 生 に何 を どの よ うに 身 につ け さ
せ るか を項 目立 て て 準 備 す る こ とが必 要 で あ る と考 え られ る。 もち
ろ ん そ の 中に特 別 支 援 教 育 の視 点 を織 り込 む こ とが 必 要 で あ ろ う。
これ らの こ とは学 生 の学 ぶ 権利 を保 障 す る こ とに も繋 が るで あ ろ う。
ま た 、 学 生 は それ ぞ れ の専 門分 野 の コー ス に所 属 して お り、 そ ち
らの講 義 が忙 しい こ とや 、 アル バ イ トや 部活 動 とい つた 、 学生 生活
が あ る こ とを忘 れ て は い け ない 。 特 別 支 援 教 育 を学 ぶ よ うに押 し付
け て も意 欲 が わ く とは考 え に くい。 ボ ラ ンテ ィア活 動 に 関す る話 の
中 で 「ボ ラ ンテ ィア を 良 い こ とだ か ら とい っ て相 手 に強 制 す る の は
い か が な もの か 」 とい う主 旨の もの が あ った が 、 特 別 支 援 教 育 に も
そ の こ とが共 通 す るで あ ろ う。 有 益 な もので あ っ て も強 制 され て は
学 ぶ 意 欲 は 阻 害 され て しま う。 ア ンケ ー トの 結 果 か らも ほ ぼす べ て
の 学 生 が特 別 支 援 教 育 の重 要 性 を感 じてい る こ とが 分 か る こ とか ら、
学 生 が どの学 年 で どの よ うな 内容 を知 りた が って い るの か とい った
こ とを見 計 らいつつ 、講義 を設 定 す る こ とが重 要 で あ る。
3。 明 らか となった課題
現在、特別支援教育に対応 した教員養成の在 り方 についての研究
が行われている (和泉 ら,2013;田口ら,2012;西山ら,2012;是
永 ら 2008;他)が、それ らは学生の特別支援教育に関す る知識 の有
無や、障害者 に対す るイメージの調査が主な ものであ り、教育プロ
グラムを作 るための基礎的な情報収集 とい う段階である。 したがつ
て、講義内容の吟味は全国的に見て行われていない とい うのが実情
であろ う。その中で講義の開講のタイ ミングや、座学に終始 しない
よ うな工夫、卒業後 もどのよ うに学べばよいか道筋 を示す ような配
慮 を考 える必要がある。また、学生 自身の特別支援教育 に関す る講
義の受講のタイ ミングについて どのよ うに考 えてい るか も明らか と
なっていないことか ら、今後の課題の 1つとなるであろ う。
そ して、学生の講義に対す る要望の中に 「実」 を伴 うこととい う
ものがあったが、講義 において実践的な課題 を持 つて くることは困
難 であることが予想 され るため、大学以外の資源 を開拓す ることが
必要であろ う。他大学や他機 関 との連携が実現すれ ば特別支援教育
とい う分野に限 らず学生の学びの場が増 え、効果的な教員養成 プロ
グラムを構築できると考えられ る。
以上のことをま とめると、まず、学生が特別支援教育 を学ぶ上で
大切なことは 「実」 を伴 うことであるが、現状の講義ではそれ が困
難 であるとい うことが伺 えた。 したがって、他機 関 との連携や教育
実習等の充実が必要である。 さらに、特別支援教育の必要性を強 く





アンケー ト調査及びイ ンタビュー調査の結果で も明 らかになつた
よ うに、講義の内容や時期 についての要望がい くつ も見 られた。教
員志望大学生に とつて、特別支援教育 に関す る知識 を得 る機会 は大
学 における講義がその主たるものであ り、この点についての吟味は
重要な課題である。 しか し、カ リキュラムの都合で講義が受講 でき
ない ことや、そ もそ も特別支援教育に関す る講義が開講 されていな
いな どの課題 があることが浮 き彫 りとなってお り、著者 は既存 の講
義の充実を第一歩 として提案す るにいたったわけである。
例 えば、各教科 (国語や算数 など)の指導法の講義であれば全て
の学生が複数の講義 を受講す ることか ら、まずは機会提供 とい う部
分 の課題 が緩和 され る。 しか し、そこでは各障害 についての基礎的
な知識 を学ぶ場 としては相応 しくない上に、限 られた時間数の関係
か ら困難であるために、通常学級における発達障害の児童生徒 に対
象 を絞 った講義が必要であることは否 めない。 したがって、各 大学
で開講 されている必修及び、選択必修 となってい る特別支援教育に
関す る講義の開講の内容 と時期 を考える必要がある。内容 につ いて
は、全ての障害に焦点を絞 ることが不可能であるため、吟味が必要
である。 また、大切 なことはその講義で どの よ うな ことを身につけ
させ るか とい うことだけではな く、学生のその後の学び を支援する
とい うことである。加 えて、 どのよ うにして学生に実感 をもつて話
を聞いてもらうかがポイン トである。
これ らの諸課題 を踏 まえると、単体の講義 をどの ようにするのか
とい う議論だけではな く、講義 と教育実習 とを リンクさせ、4年を通
して特別支援教育について学ぶ体制づ くりが望ま しいであろう。
例 えば、各教科の教育方法の講義で特別な支援 の必要 な児童生徒
に対す る配慮 を簡単に学ぶ。それか ら教育実習の前 に各種障害等に
対す る基礎的な知識 を学び、実習に望む。実習での経験を振 り返 り、
再び教科の指導方法や周囲の児童 との関わ りを視野に入れてデ ィス
カ ッシ ョンを行 うな ど、事後の学びが重要である。
また講義の内容 に関 しては学年が上がるほ ど、現場です ぐに使え
る知識 を欲す る傾 向があることが分かつた。 したがって、そ ういっ
た傾 向を押 さえつつ も、基礎的な知識 については理解 してもらえる
よ うに しなければな らない。
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第 2節 教育実習・介護等体験の改善
先に述べた教育実習について もう少 し細か く述べ るとともに、介
護等体験 についても改善点を提唱す る。まず、教育実習 についてで
ある。教育実習は教員 を志す学生に とって最 も実践的であ り、重要
な学びの場であると言 うことができる。また、本調査だけではな く、
坂 田ら (2007)の調査において も教育実習の前後で学生の障害児者
に対す るイメージを比較 した ところ、積極的な受容 を促す ようにな




しか し具体的に どのよ うなことを行っているかが不明であ り、かつ
特別支援教育に的を絞つた実習 を行 つている大学は少ない ことが分
か る。 ここで、実際の通常学校 における教育実習の現場 に 目を向け
ると、実習生 とい うこともあ り、担当教員が発達障害の児童 と関わ
りを持たせ よ うとしないケースが存在 した り、担 当教員 自身が特別
支援教育に関す る知識 を有 してお らず、児童生徒 に配慮 を欠いた関
わ りを した りす ることもある。
したがって、教育実習 を受け入れ る側の質の確保 も重要である。
例 えば、一人の担当教員 を実習生に付 けるのではな く、特別支援教
育の知識 をもとに指導す る教員 を別に配置 しても良いであろ う。受
け入れ側の学校の負担は大 きくなるか もしれ ないが、教育実習 を充
実 させ るためには必要な措置であると考えられ る。 また、特別 な支
援 を必要 とす る児童生徒に対 し、チームで支援す るとい う体制 を学
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生 に示す意味で も複数の人員配置が必要であろ う。 また、教育実習
の前後で学生の意識 が どの よ うに変化 したかがチェ ックされていた
が、その方法を一部変更すべきである。 これ までは学生が設け られ
た質問項 目に対 して 自己評価 を行 うとい う形式であったが、特 に児
童生徒 との関わ り方 の成長については 自己評価が しにくいであろう。
つま り、 どういつた点において、 どういった ことが、 どの程度身に
着いたかが分か らない とい うことである。そ こで、ある大学ではオ
ンライン・ポー トフォ リオ とい うものを使い、 自己評価 をレー ダー
チャー ト化 し、教員 によるフィー ドバ ックを付けカロえている。 そ う
す ることで技能や知識 の現状 を評価でき、 自己成長へのモチベーシ
ョンの向上に繋がった と甲斐 ら (2010)は報告 している。 こういつ
た先行研究を参考に しつつ、通常学校 の教育実習の充実 を図ること
が望まれ る。
介護等体験については、配属先や実習内容 が様 々であ り不平等で
あるとい う声が上がってい る。 アンケー ト調査の結果、障害児者 と
の関わ りとい う点において、介護等体験が大 きな意味を持つ ことが
分かっている。 したがつて、介護等体験の改善にようて、学生 の意
識 を変え、有意義な学びの機会 を提供す ることが期待できる。まず、
介護等体験については必ず特別支援学校に行 くことがで きるよ うに
す るべ きである。かつて 自分のクラスに障害児者 がいた と答えた学
生は多かったが、その大半は部分的な関わ りであ り、進学 とともに
社会の中で障害児者 との関わ りが薄 くな り、障害児者 を異世界 の住
人 として捉 えるよ うになるかもしれない。例 えば骨折す るなどの理
由で車椅子に乗 つた人を見かけることはあるが、脳性麻痺の人はあ
ま り街 中で見かけない。まずは障害児者の存在 を認識す ることが重
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要である。 このことな しには障害児者 に対す るイ メージがわかず、
偏見を生む可能性がある。
障害児者 との関わ りによ り、全ての人が障害に対 して肯定的にな
るわけではないが、障害に対す る自分の考えや立ち位置 を確認す る
ことが重要である。そ して科学的知見に基づいた正 しい知識を事前
と事後の指導に組み込 めば、障害に対す る偏見を取 り除 くことや、
障害に対す る肯定的理解 を得 ることができる と考 え られ る。 また、
「障害児教育に関す る知識 の少 なさ」 といった漠然 とした不安 は、
教育実習 を通 して軽減 され ることが先 に述べた坂 田 ら (2007)の研
究において明 らか となつている。坂 田らは教育実習 を通 して実際の
関わ りを見ることが不安の解消に影響 した と分析 してい る。す なわ
ち、介護等体験において も実際の関わ りがあることか ら、漠然 とし




イ ン タ ビュー 調 査 で は 、 必 要 性 を感 じな けれ ば学 び始 め ない で あ
ろ うとい う意 見 が 出 た。 一 方 で 、 ほぼす べ て の学 生 が特 別 支援 教 育
を学 ぶ 必 要性 を感 じて い る とい う結 果 も出て い る。 そ して 、必 要性
を感 じつ つ も学 ぶ か ど うか が未 定 で あ る理 由 につ い て は 、 カ リキ ュ
ラ ム上 の都 合 や 、優 先 順 位 が 下 に な る こ とが 挙 げ られ た。 加 え て 、
どの程 度 必 要 性 を感 じて い るか とい う点 で 、 学 生 の 間 で 差 が あ る こ
とが 自由記 述 の分析 で 明 らか とな った。
した が って 、学 生 に強 く必 要 性 を感 じて も ら うこ とや 、 自分 と関
係 が深 い こ とで あ る と認 識 させ る こ とが重 要 で あ る。 ま た 、特 別 支
援 教 育 関連 の専 攻 の友 人 の影 響 や 、 ボ ラ ンテ ィア をや つ て い る友 人
の影 響 で 特 別 支 援 教 育 に興 味 を持 ち始 め る とい うケ ー ス も存在 す る
こ とか ら、友 人 を介 した特 別 支 援 教 育 の認 知 度 の 向 上 や 学 ぶ意 欲 の
刺 激 と い う方 法 もゆ るがせ に で き ない 。 この 方 法 で は学 校 や教 員 と
い った 、 い わ ば上 の 立 場 か ら押 し付 け られ て 学 ぶ とい う形 態 で は な
い こ とか ら、 興 味 を持 ちや す い こ とや 、意 見 や 質 問 を投 げ か けや す
い こ とが 予 想 で き る。 加 えてす ぐに返 事 を得 る こ とが で き る こ とか
ら、双 方 向のや り取 りとい う点 にお い て優 れ て い る。
そ こで 、 学 部 に特 別 支 援 教 育 関連 の 専 攻 が あ る大 学 で は各 専 攻 の
繋 が りを作 る こ とや 、 学 生 が所 属 して い る部 活 動 や サ ー クル 、 あ る
い は アル バ イ ト先 な どで の働 き か けが 有 効 で は な い か と考 え る。 学
部 に特 別 支 援 教 育 関連 の 専 攻 が ない場 合 は大 学 院 の 学 生 と学部 の学
生 の交 流 の場 を設 け る こ とが 重 要 で あ ろ う。 例 え ば 、A教育大 学 で
は 附 属 図 書 館 が学 生 の交 流 の場 を作 ろ うと試 み て お り、 そ うい つた
環境 を利用す ることが大切である。
また、教育実習後は学ぶ意欲 が増す ことが伺 える。教育実習 の経
験者で、「特別支援教育を学ぶ必要性 を感 じてお り、これか ら学習す
るつ もりである」 とい う学生は 70%であった。一方で、実習未経験
の学生は 52.7%である。 このことか らも、教育実習の前後に特別支
援教育の視点を盛 り込んだ指導 を行 えば、その後の学び を促進 し、
大 きな意味を持つであろ う。また、教育実習で児童生徒 と実際の関
わ りを持つ ことも、学習意欲 を刺激す る要因であろ う。したがつて、
実際の経験をさせ ることがポイ ン トであるが、 この点については自
分 の意志でボランテ ィア活動 を行 うな どの方法を取 らぎるを得 ない
ことか ら、先に述べた友人 を介 した情報伝達が重要 となる。
そ して、特別支援学校教諭免許状の取得希望者 は今回のアンケー
ト調査では 121名確認できた。 この うちの 48%が1年次の学生であ
った。また、学年が上がるにつれて、免許の取得希望者数は減 って
いた。 このことか ら、学年が上がるにつれて特別支援教育 よりも自
分 の専攻の教科が忙 しくなることが予想できる。 したがつて、早い
段階で、特別支援教育に関す る内容 を学んでお くべ きであると言 う
こともできる。講義の開講時期 の問題 と大き く関わ るが この点 も今
後の検討課題であろ う。
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第 4節 ま とめ
アンケー ト調査やイ ンタビュー調査の結果 によ り、まず特別支援
教育 に関す る講義の内容や開講の時期 の検討 が必要であることを述
べた。特別支援教育 に関す る内容 を増やす ことは、例 えば発達障害
等の児童生徒への理解 を増進 し、偏見 をな くし人権 を守 ることに繋
がる。 しか し、道徳や外国語活動 といったものも、現在教育現場で
は改革が進 め られてお り、教員養成段階で基礎的な技能 の獲得 が求
め られている。他 の分野においても、学生が身につ けるべき内容は
多い ことが予想 され る中、大学のカ リキュラムを特別支援教育だけ
に特化 して変 えることはできない。 したがって、まずは既存のシス
テムをどのよ うに有効活用す るかを検討す るべきである。その検討
すべ き内容が講義の内容や開講時期、教育実習 との リンクである。
また、「学ぶ方法が分か らない」 とい う学生が多い ことを真摯に受け
止 め、講義後 も自分で学ぶ ことができるよ うに具体的な方法の提示










があるな らば、その内容 を吟味す ることが重要である。
また、学ぶ意欲に関 しては友人を介 した方法が有効であるこ とを
述べた。 同時に、学生の学びたい とい う願い を実現す る場の提供が
必要であることは 「学ぶ方法が分か らない」 とい う指摘 の多 さか ら
も示唆 され る。結果 として、特別支援教育に関す る知識 を持たない
まま現場 に出る事 を不安 に感 じ、障害 を持つ児童生徒の担任になる
ことについての抵抗感が生 じている。 また、特別支援教育に関す る
知識 を学ぶ ことは教員の義務や責任 と考える学生 も多いが、現実 と
して学びが足 りていない と自覚 してい ることにも注 目しなけれ ばな
らない。そ こには講義を受講す ることや、特別支援学校教諭免許状
の取得が一定の知識や技能の修得 を保証す るものである とい う勘違
いが含 まれているか もしれず、大学の講義を充実 させ熱心に講義に
取 り組む ことで全てが網羅 され るわけではないことも同時に講義内
で伝 えるべきである。国語や算数 といった、教科 の指導法 と同 じで
1日で どうにかなるものではな く、教員 として児童生徒 との 日々の
関わ りの中か ら学び、研究 してい くことが重要であることを認識 さ
せ るべ きである。 したがつて講義では、具体的な困難場面にお ける
対処方法 に的を絞 るのではな く、各障害の基本的な知識 について取




であ り、その点において偏 りが見 られた。 したがって、全ての学年
の学生の意見が必要 と考 えたが、本研究にお けるア ンケー ト調査で
は 4年次の学生の数が少な くなって しまった ことは否めない。4年次
の学生は全員が受講す る形態の講義がほぼ設定 されていないこ とか
ら、教育実習の事前説明会な どの機会 を利用す ることで、数を確保
す ることができるであろ う。 しか し、今回はそ ういつた方面か ら協
力 を得 ることができなかつたため、また著者 の準備不足 のため数が
伸び悩んだ。 したがつて、数 を集 める方法を吟味 しなければな らな
い。
また、教育実習や介護等体験が学生の障害者に対す るイメー ジ変
化 の大きな契機 になってい ることが判明 したが、 どのよ うに変化 し
たかまでは掴 めなかった。加 えて、ほぼ全ての学生が講義の必要性
を感 じていることは分かったが、実際に受講 を経て意識 が変化する
かな ども分かっていない。学生の特別支援教育の学び とい う大 きな
枠での調査であつたため、こういった点が不明瞭 となって しまった。
本研究において、学生が特別支援教育に関す る講義の必要性を感 じ
ていることや、 しか しなが ら学ぶ方法が分か らない とい う現状 を押
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大学院での 2年間は とて も意義深い ものとな りま した。特に芝 田
裕一先生 をは じめ としてコースの先生方や、障害科学 コース及び、
コーデ ィネーター コースの皆 さんにはお世話 にな りま した。感謝 し
ています。そ して学部時代 にお世話になった先生方 も時折優 しく声
をかけて下 さつてあ りが と うございま した。大学院に入 つて、研究
分野が大 きく変わって しまった ことは大きなハ ンデではあ りま した
が、特別支援教育以外の視点を持 っていたことは強みで もあつた と
思います。いつ も知的な刺激 を与 えて下 さり、また見守 って下 さり
あ りが とうございま した。
また、研究面においてB教育大学のU先生や学生の皆 さんに も協
力 して頂 き、本当にあ りが とうございま した。 同大学の学生のKさ
んには ADHD当事者 としてお話をして頂いて、意見を交換す ることも
できv貴重 な経験 とな りま した。加 えて加東市及びその周辺の地域
の皆 さんにも感謝 しなければな りません。
言葉 で 「あ りが とうございま した」 と表明す るだけではなく、こ
れか ら教員 として働 く中で社会に対 して恩返 しを しよ うと思います。







I。 あなたの各種障害に対する認知度を質問します。記入例に従い、該当するものに ノ を付けて下さい。
言亥当 す るもの に 〇 を付 けて くだ さい
学 年 1 2 3 4
1生男J 男 女
特 別 支 援 教 育 関 連 の 専 攻 で す か ? は い い い ぇ
特 別 支 援 学 校 教 諭 免 許 状 の 取 得 を


























































記 入 例 :難聴 ノ ノ
視 覚 障 害
聴 覚 障 害
知 的 障 害
肢 体 不 自 由
塀対]ヨ
言 語 障 害
情 緒 障 害
自 閉 症
学 習 障 害
注 意 欠 陥 多動 性 障 害
高 機 能 自開 症
特 別 支 援 教 育 ＼











講義   ロ
教員・知人
その他 (
本 ■雑誌‐   口| テレビ
ロ ボランティア活動  ロ
ロ サークル活動  ロ インタ|―ネット
現在、特別支援教育について学んでいない
)
口 学ぶ場や方法がある  日学ぶ場や方法があると思うが1具体的に|は分からない



























はい      .口いいえ
と答‐えた方で、差し障りが無‐く、障害名が分かる場合はご記入ください



















身近な障害児‐・者   口1 社会の中の障害児 ,者
糊 I支援教育のスタ‐ト   ロ サークル活動






口 抵抗がない   口 あまり抵抗がない
もしよろしければ理由をご記入ください
口 少し抵抗が|ある 口 抵抗がある
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